
対象 対策メニュー 内容

ターミナルゲートの

時間延長

時間外にゲートオープンし、物流車両の来場台数を平準化

（開幕から数週間実施し、効果把握を行う予定）

空コンテナシフト 空コンテナの返却場所を夢洲から咲洲等に一部変更　[150台/日削減を想定]

IR工事車両
通行ルート・時間

帯の変更

容量を超過する見込みのルート・時間帯において、IR工事車両の通行ルート・時間

帯を変更

一般交通 働きかけTDM
・更なる協力のお願いについてTDMパートナー企業等にメルマガ配信や情報提供

・追加的な情報を府市のHP等に掲載

物流車両

４）大阪市道路交通円滑化対策会議の設置

１）万博会場周辺の道路交通のモニタリング・分析

① AIカメラ等によるモニタリング

② 各車両の日々の増減傾向の分析

※ ライブカメラで主要交差点の交通状況を常時把握

２）追加的対策の手法

此花大橋

夢舞大橋

夢洲

北ルート舞洲

咲洲

Ｅ出入口

阪神高速 湾岸舞洲出口
（高速ルート）

咲洲トンネル西交差点
（南・中央ルート）

白津1丁目交差点
（北ルート）

阪高トラカン

既設AIカメラ

新設ライブカメラ

３）道路の異常時（事故等による通行障害など）の対応

◆万博開催期間中の交通円滑化に向けて（概要） 資料11

・AIカメラ等により、各ルートの主要ポイントの交通量
をモニタリング

・物流車両、IR工事車両、一般交通の台数実績や推
計値から、車両ごとの増減傾向を把握

• 万博開催期間中に、来場者の円滑な輸送を確保するとともに、市民生活や経済活動への影響を最小限に留めることを念頭に、日々の交通状況のモニタリング・分
析を行いながら、機動的に追加的対策を実施

• 道路異常時（事故等）の対応として、万博会場周辺及びシャトルバスアクセスルート（高速道路除く）や高速道路等の代替ルートについて巡視を強化し、異常
時に迅速な対応を実施

• 市長をトップとした「大阪市道路交通円滑化対策会議」を設置し、「来場者輸送情報センター」と緊密に連携し、交通情報を収集・共有のうえ、必要な対策を実施

北港通

中央大通

夢洲

舞洲

咲洲

凡例

シャトルバス アクセスルート
（高速道路含まず）

万博会場周辺

重点巡視路線

万博会場周辺の
重点管理エリア

・万博会場周辺の重点管理
エリア、シャトルバスアクセス
ルート（高速道路含まず）
や重点巡視路線について、
巡視を強化し、異常時に迅
速な対応を実施

・事故などの緊急時対応とし
て、様々なケースを想定して、
対応手順、情報の共有方
法について関係者と協議、
策定中

・会議の設置期間は、令和7年１月～10月まで

大阪市
来場者輸送
情報センター

日々共有

・モニタリングデータ など
・駐車場等のカメラで確認
した情報 など

●連携内容

・予測に活用

※ 追加的対策のメニュー及び内容については、万博開幕以降も効果的な手法を継続的にブラッシュアップ
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（主な業務）

• 万博会場周辺の各ルート上の主要ポイントに
おける交通量データの収集、交通需要の予測。

• 「追加的な対策メニュー」として、物流車両・IR
工事車両・一般車両への対策を検討。

• 対策を実施する場所・時間帯・手法等の決定。

• 万博会場周辺外の北港通、新御堂筋など、ア
クセスルートも対象とし、モニタリングを実施。

大阪市道路交通円滑化対策会議

（構成員）

• 市長（議長）
• 高橋副市長（議長代行）
• 万博推進局長
• 大阪港湾局長
• ＩＲ推進局長
• 建設局長
• 建設局臨海地域事業推進本部長
（事務局長）
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※ 大阪市管理の一般道路を対象

※ 実務の下部組織として、部長級等で構
成する幹事会を設置し、機動的に対応

事
務
局

適宜、関係機関（省庁等）に報告

対象車両 対策メニュー 内容 実施期間（案）

IR工事車両 休工日の追加
万博来場者が特に多く見込まれる期間について、IR関連工事の休工を増

やすなど今後調整　[IR工事車両台数を削減]

開幕 ・ GW ・お盆 ・

閉幕付近

一般交通
舞洲工場の搬入

抑制

ごみ収集車両に対して、混雑時間帯に他の工場に搬入するなど、通行台

数を抑制　[12～36台/hの削減]
全期間

①追加的対策A（各事業の工夫により、交通量の状況に関わらず、予め期間を決めて実施する対策）

②追加的対策B（交通量予測の結果、交通容量を超過する見込みとなった場合に、機動的に実施する対策）

※ 重点巡視路線については、今後
の関係先との調整により変更する
場合がある
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